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民
間
も
含
め
た
避
難
所
整
備
を

下 村 一 郎 議員

質
　
問

　

政
府
の
地
震
調
査
会
が
東
海
地

震
の
発
生
確
率
を
30
年
間
で
87
％

と
発
表
し
た
。
04
年
は
84
％
だ
っ

た
の
で
、
東
海
地
震
が
ひ
し
ひ
し

と
迫
っ
て
く
る
感
じ
だ
が
。

副
市
長

　

今
回
の
発
表
で
、
発
生
確
率
が

よ
り
信
憑
性
が
高
く
な
っ
た
。
行

政
は
努
力
す
る
が
、
確
率
発
表
で

市
民
に
恐
怖
心
を
あ
お
る
だ
け
で

は
な
く
、
日
常
の
備
え
が
い
か
に

重
要
か
、
啓
蒙
し
て
い
く
。

質
　
問

　

佐
屋
地
区
は
、
日
光
川
を
津
波

が
き
た
り
、
液
状
化
に
よ
る
堤

防
の
陥
没
で
、
浸
水
す
る
恐
れ
が

あ
る
。

　

中
で
も
、
関
西
線
の
鉄
橋
付
近

が
大
変
危
険
だ
。
線
路
は
堤
防
の

高
さ
と
同
じ
。
橋
げ
た
は
1.5
メ
ー

ト
ル
下
に
あ
る
。

　

海
部
建
設
事
務
所
に
よ
る
と
、

「
地
震
対
策
は
22
年
度
に
完
了
し

た
が
J
R
鉄
橋
付
近
は
液
状
化
対

策
を
や
っ
て
お
ら
ず
危
険
。
鉄
橋

の
か
さ
上
げ
方
針
が
決
ま
っ
て
い

る
が
、見
通
し
は
た
っ
て
い
な
い
」

と
の
こ
と
だ
が
。

経
済
建
設
部
長

　

日
光
川
は
指
摘
の
と
お
り
だ
。

　

避
難
所
に
つ
い
て
は
3
階
以
上

が
望
ま
し
い
。

　

①
民
間
施
設
を
避
難
所
と
し
て

お
願
い
す
る
。
②
高
い
建
物
の
な

い
地
域
に
は
、
市
が
3
階
建
て
以

上
の
避
難
所
を
建
設
す
る
。
③
高

速
道
路
な
ど
高
い
と
こ
ろ
も
活
用

す
る
。

　

以
上
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

総
務
部
長

　

愛
西
市
に
は
、
3
階
以
上
の
建

物
は
、
80
棟
ぐ
ら
い
あ
る
の
で
お

願
い
し
た
い
。

　

防
災
コ
ミ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
の

建
設
は
難
し
い
。
利
用
で
き
る
な

ら
高
速
道
路
公
団
に
も
働
き
か
け

る
。質

　
問

　

水
害
が
あ
っ
た
場
合
、
避
難
す

る
時
も
、
救
援
物
資
の
配
布
に
も

船
が
必
要
だ
。
足
り
る
か
。

総
務
部
長

　

市
の
保
有
は
36
隻
。
舟
艇
の
再

配
備
・
補
充
に
つ
い
て
、
総
合
的

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

県
は
、
J
R
東
海
と
調
整
中
で
あ

り
、
市
と
し
て
、
早
く
着
手
し
て

も
ら
う
よ
う
、
今
後
も
県
に
要
望

す
る
。

質
　
問

　

佐
屋
地
区
は
伊
勢
湾
台
風
の

時
、
大
部
分
が
2
ヵ
月
以
上
浸
水

し
た
。
ま
た
、伊
勢
湾
台
風
以
降
、

1
メ
ー
ト
ル
以
上
地
盤
沈
下
し
て

い
る
。

　

私
は
市
の
標
高
を
調
べ
た
。
佐

屋
地
区
は
99
％
以
上
が
マ
イ
ナ
ス

で
、
一
番
低
い
と
こ
ろ
は
永
和
小

学
校
東
の
道
路
が
マ
イ
ナ
ス
2.6

メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
。
市
の
災
害
対

策
は
、
家
屋
の
倒
壊
以
外
に
浸
水

の
対
応
も
必
要
だ
が
。

総
務
部
長

　

永
和
地
区
の
今
の
避
難
所
は
相

当
低
い
。

　

当
然
家
屋
以
外
に
浸
水
の
対
応

を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ（
浸
水

想
定
図
）を
参
考
に
自
己
防
衛
策

を
し
て
ほ
し
い
。

質
　
問

　

永
和
学
区
に
は
7
ヵ
所
の
避
難

所
が
あ
る
が
、
永
和
小
、
永
和
中

を
除
き
2
階
建
て
。
大
丈
夫
か
。


